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　 52．腟内容 の 螢光顕 微鏡学的研究

　　　　　　　 （順天堂大） 水野重 光 ， 長峰敏治

　　　　　　　 田 口 正 夫 ， 板谷忠重 ， 竹内久弥

　すで に 第ユ2「in「総会 に お い て水野 は真菌症 に関 す る宿題

報告の 巾 で，腟粘膜 上 皮 お よび 腟 内容 塗抹標本 か ら Ac −

ridine 系 蛍光色素 を用 い て，カ ン ジ ダ 症 を診断す る こ と

が できる こ とを発表 した が，今 回 ざ ら に 1零内容全般 1こわ

た り，他 の 染色法 と比 較 しっ っ 蛍 光 顕 微 鏡 学 的 に検 索 し

た の で，そ の 概要 蓬報告す る．

　
一

般 に 二 次蛍光像ぽ，そ の 染色条件に よっ て ， か な り

の 変 動 を示 し ， ま た被検物の 相違 に よっ て も蛍 光 は 異 な

る の で，腟内容全般 に 最 も 良 好 で あ っ た 条 件 で 二 次 蛍光

を 発せ しめ 検索 した．

　そ れに よっ て腟内容巾 に存在す る 腟 ．L皮細胞，子 宮頚

管細胞，異形細胞 ，子 宮 頚 管 粘 液 ，ト リ コ モ ナ ス ，カ ン

ジ ダ，D6derlein 腟桿菌， 大腸菌 ， そ の 他 の 細 菌， 白

1貢雌 ， 赤血 球，精子等はそ れぞれ特有 の 形態，お よび 微

細構造 の 蛍光像 の 差異で，か な り明瞭 に 検索 し得 た．

　尚 ， そ の 簡便 な検査手技 と合 まつ て ， 今後の 研 究如何

と装 置 の 発達で，蛍光法 の 診断学的価値 は 倍加 さ れ よ

う．

　 53．家兎子宮頸管粘液 の 実験 的研 究　第 2 報

Na ，
　 K．に つ い て

　　　　　（東女医大）　井 口 登美子 ， 相 羽 早百合

　人 子宮頚管粘液 中の 化学成分 に っ い て は ， イ了機 ， 無機

の 諸物質の 存在 が 次第 に 明 ら か に さ れ，か つ こ れ ら の 成

分 が性 ホ ル モ ン の 支配下に変動す る様子も解明 され っ っ

あ る．正 常 な 月経 周 期 を有す る成熟婦人 に おい て は， 頚

管粘液 1
．
P化学成分の 濃度 は 排卵期 に最 も薄 くな る様な周

期的変動を 示すもの が 多 く，現在迄 に はナ ト リウム 及び

ク ロ
ール の み が 逆 に排卵期に最も濃度 の 高 くな る事 が知

られて い る．家兎 を用い て 分 析 した 結果では ，頚管粘液

中 の ナ ト リウム は 平均 126μEq ！g で あ り， 血 漿中濃度

と殆 ん ど等 しい 事が 示 され た。こ れ に対 しカ リウム 濃度

は 平均 15geEq，tg でナ ト リウ ム に 比 較す れ ば 約　
’

！s の 低

値 で あ る が，し か し 血 漿中濃度 に 比 べ れ ば か な りの 高値

が 得 られ た ．胎盤製剤 （シ ナ ホ リン ）投与 に よつ て 排卵

を誘発 世 しめ る とナ ト リウ ム の カ リウ ム に 対す る比 が 増

大 す る 傾向 が うか が わ れ る ．夊 頚 管粘 液 の シ ダ 葉 状 結 晶

の 本態 に っ い て は食 塩 が 蛋 白 及 び ム チ ン と適当な 存在比

に存在す る為 に呈 す る結晶で あ る と さ れ て い る．頚管粘

液或 い は 蛋自質 ，
ム チ ン と食塩 を混合した 溶液 を用 い，

人工 的に 種々 の 条件 を構 成 し ， 得ら れ る乾燥標本 の 像 に

つ き，結晶生 戎 の 条件 を考察 した ．

　 54．子 宮頸 管の 性状 に 関す る 研究 （第 2 報）試

作子 宮頸 管緊 張度計 に よ る子宮頸 管の 緊張度に就

い て

　　（名市大） 渡辺金三 郎 ， 馬湯太郎 ， 米光 　洋

　　　　　　　　　　　　　森 ILi 潤，田村通和

　頚管無力拡 大症 の 本態 を究明す る
一

方法 と して ，我 攻

は先に 「バ ロ ン．亅法 を応用 した 子 宮頚管緊張度計 を考案

試 作す る と共 に，木装置 に 関す る 基礎的実験成績 に っ い

て発表 した．

　尚 木 装置 の 主 検知部 は 頚部狭部 の 内径 の 大小 及 び 収縮

性 変 化 を ；ガ ス 」 圧 の 変 化 と し て 描記出来 る バ ロ ン （A ）

と， 頚管 に一
定圧を加え得 るバ ロ ン （B ）を並行 に組合

せ た特殊 「カ ＝ ユ ー レ」 で あ り，非1．E 　r一宮 の 頚管 に 挿 入

し得る程 度 の 狭 少な も の で ある ．

　刳 口K・rk本試作子宮頚管緊張度計を用 い ，習慣性流早産

を 始 め各厘疾患 の 患者 に 臣与床応 用 し興 味 あ る知兄 を得た

の で報告す る．

　 （1） 頚管 の 緊張度 は 月 経周期 に 伴 い 変 動 し，黄体期

に 最彊1とな る．

　 （2）　須管の 緊 張 度 は 麻酔剤 の 種類 に よ り 相違 を 示

す．
』

　 （3）　妊娠 「11期以後の 習流で頚管拡大症 を有す る者 乃

頚管緊張度 は 特 有
』
ごあ る．

　尚 ， 之等所見と， 子宮卵管造影 ，ヘ ガ
ー

ル 鎖管拡張器

に よ る抵抗 ， 我 々 の 試作 した ピ ン セ ッ ト の 弾性 1怠用頚管

内径測定 ，B ．B ．T ．曲線 並 び に 手 術所 見 と の 間 に は
一

定

の 関連性 が 認められ た．

　55 ．産婦人科領域に 於け る筋収縮性蛋 白　（Ae −

tomyosim ） に 関する研究 （第 1 報） 子 宮頸部筋

Actomyosin 溶液の 粘度に就 し、て

　　　（名市大） 渡辺金三 郎，馬場太郎，大野義彦

　　　　　　　 伊藤裕正 ， 鈴景洋 三， 平竹章 二

　　　　　　　 鳥居萬年

　頚 管無力 拡 大 症 が 習 慣 性 流 早 産 の 原 因 の
・一・

つ と して 阪

りあ げ られ・・≧．現 今 に 於 て 子宮頚部筋 の Actornyosin （八
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